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 熊本地震発生から２年経ちました。「今でも地震の恐怖を思い出す」という方もあり、多
くの人が未だ不安と困難を抱え、復興に取り組んでいます。 
 現在、プレハブやみなし仮設住宅等に暮らす人は 9,452 世帯（2018 年 3 月末時点）に上
っています。ブルーシートの家屋は減ったものの、修理は途中という家も多く、真の復旧・
復興はこれからと思われます。 
 熊本地震の大きな特徴は、圧倒的多数を占める「一部損壊」世帯（罹災証明の約 6 割・
81,907 世帯）です。一部損壊世帯には災害救助法に基づく支援がなく、基金事業として、
わずかな義援金が出されましたが、多くの世帯が支援の対象外となりました。「半壊」以上
の世帯でも、義援金・支援金があまりにも少ないために、自宅の再建ができず、自宅土地
を売りに出し復興住宅を申し込んだ方、特に高齢者世帯が再建に困難を抱えています。住
まい再建を速やかにすすめるには、一部損壊も含めすべての被災世帯に災害救助法に基づ
く支援金を支給すること、また国の支給基準を引き上げることが必要です。合わせて、災
害復興住宅を必要数建設することも重要です。 
プレハブ仮設・みなし仮設の入居期限延長については、わずか 1 年の延長に厳しい条件

が付けられ、必要とする人が仮設から締め出される結果となりました。東日本大震災では、
3 年間の延長が無条件に認められています。仮設住宅入居者の６割 が入居延長を希望し、
多くの人が自宅再建のめどが立っていません。熊本でも、無条件に入居期限を延長し、本
格的な住いの再建に向けて安心の生活を保障すべきです。 
被災と長引く避難生活に、体調を崩している人も少なくありません。医療費等の減免・

免除が昨年 9 月で打ち切られたために、受診抑制も起こっています。市内だけでも、1 万
世帯近くが仮設住宅等で生活しており、医療費の減免・免除を速やかに復活すべきです。 
 液状化や擁壁崩落などの地盤被害が発生した地域では、地盤と住家の両方を復旧しなけ
ればならず、費用負担が大きくなっています。また、液状化など地盤被害が発生した地域
では傷んだ道路が手付かずの状況もあり、私道復旧への支援拡充も必要です。 
 城下町を形成する町家等も、建物が古いだけに大きな被害を受けました。特に、大型の



町家は、現在利用できる復旧の補助金を活用しても、自己負担は数千万円に及び、復旧困
難です。支援策の拡充が求められます。 

5 月で罹災証明申請が終了予定であるなど、復興支援は次第に打ち切られようとしてい
ます。つい最近罹災証明の申請をした方もあり、何らかの理由で支援を受けていない被災
者もいると思われます。 
私たちは、地震発災から２年となる４月に政府への要望も行いました。最後の一人まで

必要な支援を提供するため、支援策を終息させるのでなく、支援の届いていない人への行
政の対応こそ必要です。 
よって、以下の点を要望いたします。 

 
１、 罹災証明の申請は 5 月で打ち切らず、必要な人には申請の窓口を残すこと 

合わせて、罹災証明を持つ人には各種支援策を引き続き提供すること 
２、 プレハブ仮設・みなし仮設の期限延長については、東日本大震災への対応に倣って、

申請した人については無条件に認めること 
３、 一部損壊世帯・半壊世帯へも支援金を支給するとともに、現行の支援金を復旧が速

やかに行われるよう拡充すること 
４、 昨年 9 月で打ち切りとなった医療費の減免・免除を復活すること 
５、 災害復興住宅に入居を希望する人がきちんと入れるように、建設戸数を拡充するこ

と 
様々な事情で希望する災害復興住宅に入居することができない人に対し、公営住宅
並みとなるよう家賃補助を行うこと 

６、 住い再建の支援制度として、一部損壊世帯も含め対象となる震災住宅リフォーム助
成制度を創設すること 

７、 大型町家に対し、復旧ができるような支援策を講じること 
８、 地盤被害の復旧に関しては、現行補助制度を拡充すること 

地盤被害の発生している地域における私道復旧事業については補助率を引き上げる
こと 

以上 


